
勝
浦
市
大
森
地
区
で
は
、
ほ
場
整

備
事
業
の
実
施
に
向
け
、
営
農
品
目

の
試
作
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
の

夏
は
消
費
者
需
要
の
高
い
ト
ウ
モ
ロ

コ
シ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

同
地
区
は
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
の
ほ

か
に
サ
ル
が
出
没
し
、
サ
ル
の
大
好

物
で
あ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
予
想
ど

お
り
収
穫
前
の
若
い
さ
や
の
と
き
に

食
害
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

ほ
場
整
備
事
業
推
進
委
員
が
中
心
と

な
り
、
し
な
り
や
す
い
支
柱
を
用
い

て
サ
ル
の
登
る
能
力
を
抑
え
る
工
夫

を
し
た
﹁
簡
易
サ
ル
侵
入
防
止
柵
﹂

を
設
置
し
ま
し
た
。
併
せ
て
、
集
落

で
朝
夕
の
見
回
り
や
追
い
払
い
を
し

た
こ
と
で
、
柵
の
設
置
か
ら
収
穫
ま

で
の
二
週
間
、
サ
ル
の
食
害
は
な
く
、

無
事
に
収
穫
で
き
ま
し
た
。
柵
に
よ

る
物
理
的
防
除
と
見
回
り
等
の
心
理

的
防
除
が
効
果
を
あ
げ
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
委
員
か
ら
は
﹁
今
ま
で
栽

培
を
諦
め
て
い
た
品
目
も
希
望
が
持

て
た
。
﹂
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
集
落
ぐ
る
み
の
対
策
の

継
続
及
び
改
善
を
行
い
、
根
気
強
い

取
組
を
期
待
し
ま
す
。

防止柵設置作業

集
落
ぐ
る
み
の
サ
ル
対
策
が
大
成
功
！

かじられた
トウモロコシ

ほ場の外で
確認されたサル作付場所の検討

完成した防止柵

いすみ農業改良

普及だより普及だより普及だより
発行：夷隅農業事務所
　　　TEL0470−82−2213  FAX0470−82−3975  〒298−0212 千葉県夷隅郡大多喜町猿稲14
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本田の発生（６月下旬）

収穫期を迎えたいちご六いちご園所在地

←大多喜 国吉→

行川交差点

国道465号

六いちご園

いすみ鉄道
上総中川駅

平
成
二
八
年
産
水
稲
に
イ
ネ
ば
か

苗
病
が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

本
病
は
、
発
生
ほ
場
以
外
の
周
辺

で
栽
培
し
て
い
る
他
の
生
産
者
に
も

多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

︵
一
︶
イ
ネ
ば
か
苗
病
に
つ
い
て

本
病
は
、
カ
ビ
の
一
種
で
あ
り
、

種
子
伝
染
し
た
の
ち
、
浸
種
の
段
階

で
感
染
が
広
が
り
ま
す
。
育
苗
箱
で
は
、

淡
黄
緑
色
の
徒
長
苗
と
な
り
、
籾
に

菌
糸
が
見
ら
れ
ま
す
。
本
田
の
発
生
は
、

黄
緑
色
で
徒
長
し
目
立
ち
ま
す
。
そ

の
後
、
枯
死
し
た
葉
鞘
に
白
色
の
胞

子
を
形
成
し
、
周
辺
の
稲
に
感
染
し

ま
す
。

︵
二
︶
予
防
と
発
生
後
の
処
置

﹁
種
子
予
措
〜
育
苗
﹂

本
病
の
防
除
は
﹁
種
子
消
毒
﹂
が

最
も
有
効
な
手
段
で
す
。
特
に
効
果

の
高
い
化
学
合
成
農
薬
︵
ヘ
ル
シ
ー

ド
Ｔ
フ
ロ
ア
ブ
ル
等
︶
を
使
用
し
ま
す
。

温
湯
消
毒
や
微
生
物
農
薬
だ
け
の
消

毒
効
果
は
、
温
度
管
理
等
に
大
き
く

左
右
さ
れ
、
効
果
が
安
定
し
ま
せ
ん
。

使
用
す
る
場
合
は
、
温
湯
消
毒
と
微

生
物
農
薬
を
組
み
合
わ
せ
て
適
切
な

温
度
で
消
毒
し
ま
す
。
本
田
で
の
発

生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
発
病
苗

箱
を
そ
の
ま
ま
移
植
し
な
い
で
く
だ

さ
い
。

﹁
本
田
で
発
生
し
た
場
合
﹂

本
田
に
発
生
が
見
ら
れ
た
場
合
は
、

で
き
る
限
り
稲
株
ご
と
抜
き
取
り
、

土
中
に
埋
め
ま
す
。

ま
た
、
発
生
が
見
ら
れ
た
ほ
場
で

は
自
家
採
種
を
せ
ず
、
必
ず
種
子
更

新
を
行
い
ま
す
。

︵
三
︶
水
稲
種
子
生
産
の
周
辺
で
は

発
生
さ
せ
な
い
で
く
だ
さ
い

い
す
み
市
夷
隅
地
区
は
、
水
稲
種

子
生
産
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
種
子

生
産
で
は
、
本
病
の
発
生
が
あ
っ
て

は
な
ら
ず
、
周
辺
に
見
ら
れ
る
場
合

で
も
種
子
に
で
き
な
い
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

生
産
者
の
皆
様
に
は
、
優
良
種
子

の
更
新
お
よ
び
適
切
な
種
子
消
毒
の

徹
底
に
よ
り﹁
イ
ネ
ば
か
苗
病
﹂の
発

生
防
止
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
す
み
市
行
川
の
大
久
保
正
一
さ

ん
は
、
以
前
勤
め
て
い
た
会
社
を
退

職
し
、
平
成
二
七
年
に
新
規
で
イ
チ

ゴ
経
営
を
開
始
し
ま
し
た
。
﹁
紅
ほ

っ
ぺ
﹂
﹁
と
ち
お
と
め
﹂
等
を
約
六

ａ
土
耕
栽
培
し
、
行
川
交
差
点
近
く

の
ハ
ウ
ス
で
直
売
し
て
い
ま
す
。

農
園
の
名
前
は
﹁
六
い
ち
ご
園
﹂
で
、

ご
自
身
の
名
前
﹁
正
一
﹂
の
文
字
を

足
す
と
六
に
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
名

前
を
付
け
た
そ
う
で
す
。

イ
チ
ゴ
は
、
上
手
に
作
り
こ
な
す

た
め
に
は
高
い
栽
培
技
術
が
要
求
さ

れ
る
品
目
で
す
が
、
大
久
保
さ
ん
は

他
の
ベ
テ
ラ
ン
農
家
か
ら
技
術
の
ヒ

ン
ト
を
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
自
分

に
合
っ
た
栽
培
技
術
を
追
求
し
、
初

年
度
か
ら
美
味
し
い
イ
チ
ゴ
を
生
産

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
久
保
さ
ん
は
食
味
を
最
も
重
視

し
て
お
り
、
よ
り
美
味
し
い
イ
チ
ゴ

作
り
を
目
指
し
て
日
々
か
ん
水
量
な

ど
を
細
か
く
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。

お
客
さ
ん
の
評
判
も
上
々
で
、
夕
方

に
は
売
り
切
れ
て
し
ま
う
日
も
多
い

状
況
で
す
が
、
研
究
熱
心
な
大
久
保

さ
ん
は
ま
だ
ま
だ
満
足
し
て
い
な
い

様
子
で
す
。

現
在
は
二
作
目
と
な
る
イ
チ
ゴ
が

収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。

今
後
は
ハ
ウ
ス
の
規
模
拡
大
も
検

討
中
で
あ
り
、
大
久
保
さ
ん
の
更
な

る
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

イ
ネ
ば
か
苗
病
対
策
の
徹
底

が
ん
ば
る
農
業
者
紹
介
　
　

い
す
み
市
　大
久
保
正
一
さ
ん

露
地
で
お
手
軽
、ケ
イ
ト
ウ
栽
培
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大福エダマメ祭り

収穫前のケイトウ

夷
隅
川
Ⅰ
期
地
区
基
盤
整
備
事
業

に
併
せ
、
地
域
を
維
持
発
展
さ
せ
て

い
く
農
地
の
担
い
手
と
し
て
、
平
成

二
四
年
四
月
に
集
落
営
農
組
織
﹁
大

福
︵
お
お
ぶ
く
︶
営
農
組
合
﹂
が
東

中
滝
地
区
で
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
同

組
合
で
は
、
ソ
バ
、
ナ
バ
ナ
、
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
エ
ダ
マ
メ
、
ソ
ラ
マ
メ
、

ケ
イ
ト
ウ
等
、
様
々
な
品
目
を
栽
培

し
て
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
約
三
五

ａ
の
畑
で
取
り
組
ん
だ
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
と
エ
ダ
マ
メ
に
つ
い
て
ご
紹
介
し

ま
す
。

︽
先
進
地
視
察
で
収
量
向
上
︾

組
合
設
立
当
初
か
ら
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
は
近
隣
直
売
所
で
の
人
気
が
あ
り
、

重
要
な
品
目
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、

五
月
の
連
休
ご
ろ
か
ら
発
生
す
る
ア

ワ
ノ
メ
イ
ガ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
等
の
害

虫
に
苦
し
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
平
成
二
八
年
に
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
の
産
地
で
あ
る
山
武
市
松
尾
の
Ｊ

Ａ
山
武
郡
市
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
部
会
を

視
察
し
、
省
力
化
技
術
、
適
期
防
除

技
術
を
学
び
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

組
合
ほ
場
の
ア
ワ
ノ
メ
イ
ガ
被
害
を

大
幅
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
、
出
荷

が
増
加
し
た
こ
と
か
ら
、
組
合
員
は

引
き
続
き
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
へ
の

意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

︽
来
場
者
数
対
前
年
比
一
四
〇
％
！

　
人
気
の
エ
ダ
マ
メ
祭
り
︾

大
福
営
農
組
合
は
十
月
に
﹁
大
福

営
農
組
合
エ
ダ
マ
メ
祭
り
﹂
と
称
し

て
収
穫
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

三
年
目
と
な
っ
た
平
成
二
八
年
は
、

四
〇
〇
名
を
超
え
る
来
場
者
数
と
な

り
ま
し
た
。

久
留
米
ケ
イ
ト
ウ
は
花
房
が
球
状

を
し
た
品
種
で
、
夏
の
仏
花
と
し
て

使
用
さ
れ
る
代
表
的
な
品
目
で
す
。

露
地
栽
培
で
き
、
他
の
花
き
品
目
に

比
べ
栽
培
の
労
力
、
資
材
コ
ス
ト
が

少
な
い
た
め
、
初
心
者
で
も
栽
培
が

容
易
で
す
。

今
回
は
久
留
米
ケ
イ
ト
ウ
の
栽
培

方
法
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

︵
一
︶
播
種
〜
育
苗

一
ａ
で
一
〇
㎖
の
種
子
と
二
〇
〇

穴
の
セ
ル
ト
レ
イ
二
三
枚
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
一
穴
に
二
粒
播
種
し
、

子
葉
が
展
開
し
た
ら
小
さ
い
株
を
間

引
い
て
、
一
穴
一
株
に
仕
立
て
ま
す
。

播
種
時
期
は
四
月
上
旬
〜
六
月
中
旬

で
、
概
ね
播
種
か
ら
三
カ
月
で
出
荷

と
な
り
ま
す
。
発
芽
適
温
が
二
〇
〜

二
五
℃
の
た
め
、

四
月
播
種
の
場
合

は
施
設
内
で
育
苗

し
ま
す
。
定
植
適

期
は
、
本
葉
四
枚

︵
播
種
後
三
週
間

程
度
︶
で
す
。

︵
二
︶
定
植

排
水
の
良
い
ほ
場
に
基
肥
と
し
て

窒
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ
を
成
分
量
で

一
〇
ａ
当
た
り
三
㎏
施
用
し
ま
す
。

前
作
が
あ
る
ほ
場
は
無
施
肥
と
し
ま

す
。
畝
幅
は
九
〇
㎝
と
し
、
雑
草
対

策
の
た
め
に
マ
ル
チ
を
張
り
ま
す
。

フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
は
一
二
㎝
角
七
目

の
も
の
を
使
用
し
、
一
目
に
一
株
定

植
し
ま
す
。
定
植
直
後
は
か
ん
水
を

行
い
、
活
着
を
促
し
ま
す
。

︵
三
︶
中
間
管
理

定
植
後
は
ヨ
ト
ウ
ム
シ
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
の
防
除
を
定
期
的
に
行
い
、
生

育
に
合
わ
せ
て
フ
ラ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
を

上
げ
て
い
き
ま
す
。
追
肥
は
し
ま
せ

ん
。
窒
素
を
与
え
す
ぎ
る
と
茎
が
扁

平
に
な
り
、
奇
形
花
が
発
生
し
、
品

質
を
下
げ
ま
す
。
収
穫
時
に
、
茎
は

鉛
筆
程
度
の
太
さ
、
下
葉
が
黄
ば
む

く
ら
い
を
目
標
と
し
ま
す
。

︵
四
︶
収
穫
〜
出
荷

花
穂
が
大
き
く
な
り
花
首
が
硬
く

な
っ
た
ら
収
穫
適
期
で
す
。
根
元
か

ら
切
り
、
草
丈
の
半
分
程
度
葉
を
落

と
し
、
涼
し
い
場
所
で
一
晩
水
揚
げ

を
し
て
出
荷
し
ま
す
。

集
落
一
丸
で
畑
作
に
挑
戦
！

大
福
営
農
組
合
の
紹
介
　
　

露
地
で
お
手
軽
、

露
地
で
お
手
軽
、ケ
イ
ト
ウ
栽
培

ケ
イ
ト
ウ
栽
培

露
地
で
お
手
軽
、
ケ
イ
ト
ウ
栽
培



（4）第69号　平成29年2月20日

よ

し

の

し

げ

こ

つ

み

た

ひ

で

お

吉
野
茂
子
さ
ん
︵
勝
浦
市
︶

勝
浦
市
名

木
で
水
稲
専

作
経
営
と
し

て
水
田
面
積

二
三
ha
を
作

付
し
て
い
ま
す
。
後
継
者
の
御
木
さ

ん
と
と
も
に
同
市
の
認
定
農
業
者
と

な
り
、
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
、

役
割
分
担
を
明
確
に
、
ま
さ
に
二
人

三
脚
に
よ
る
水
稲
経
営
を
行
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
経
営
以
外
の
活
動
で
は
、

平
成
二
八
年
四
月
か
ら
、
同
市
農
業

委
員
と
し
て
、
農
地
行
政
に
関
わ
り
、

多
忙
な
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
名
木
地
区
は
、
周
辺
地

区
と
水
田
の
基
盤
整
備
事
業
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
女
性
の
活
躍
す
る
場

面
を
増
や
し
て
い
く
女
性
農
業
者
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
活
躍
が
期
待
さ

れ
て
い
ま
す
。

積
田
英
夫
さ
ん
︵
い
す
み
市
︶

い
す
み
市

引
田
を
中
心

に
四
八
ha
の

水
田
で
飼
料

用
米
、
稲
発

酵
粗
飼
料
︵
Ｗ
Ｃ
Ｓ
︶
、
牧
草
の
生

産
や
稲
ワ
ラ
収
集
な
ど
、
大
規
模
な

水
田
農
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
夷
隅

地
区
で
は
、
Ｗ
Ｃ
Ｓ
の
生
産
利
用
が

進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
の
取
組
の
中

で
収
穫
コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
と
し
て
上

総
中
川
地
区
飼
料
作
物
生
産
組
合
を

設
立
、
代
表
者
と
し
て
地
域
内
流
通

体
制
整
備
や
取
組
面
積
の
拡
大
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
自
己
経
営
を
転
換
し
て
、

将
来
の
地
域
の
核
と
な
る
農
業
組
織

を
目
指
し
、
農
事
組
合
法
人
テ
イ
エ

ム
テ
イ
を
設
立
。
近
隣
の
営
農
集
団

と
も
連
携
す
る
こ
と
で
収
益
性
の
高

い
水
田
農
業
の
確
立
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

み

き

■
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

対

象

者
　
新
た
に
農
業
に
就
い
た
方
︵
概
ね
三
五
歳
ま
で
︶

開
催
時
期
　
月
二
回
程
度
　
六
月
〜
二
月

内
　
　
容
　
﹃
知
識
・
技
術
﹄
や
﹃
問
題
解
決
能
力
﹄
の
習
得
、

﹃
地
域
の
仲
間
づ
く
り
﹄
を
目
的
と
し
て
、
三

年
間
の
段
階
別
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
ん
で
い
ま
す
。

■
い
す
み
農
業
実
践
塾

対

象

者
　
主
に
定
年
帰
農
者
や
Ｕ
タ
ー
ン
就
農
者
等
の
方

(

三
六
歳
か
ら
六
五
歳)

で
、
本
格
的
な
生
産
物

出
荷
を
目
指
す
方

開
催
時
期
　
月
一
回
程
度 

六
〜
二
月
　

内
　
　
容
　
ナ
バ
ナ
、
ケ
イ
ト
ウ
、
ソ
ラ
マ
メ
等
に
つ
い
て
、

基
本
的
な
栽
培
知
識
・
技
術
を
学
び
ま
す
。

※
セ
ミ
ナ
ー
・
実
践
塾
で
は
、
研
修
に
係
る
実
費
を
徴
収
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

食
生
活
の
変
化
や
高
齢
化
な
ど
に
よ
り
、
米
の
需
要
は
全
国
で
毎
年
約
八
万

ト
ン
︵
千
葉
県
の
米
の
生
産
量
の
約
三
割
に
相
当
︶
も
減
少
し
て
い
ま
す
。

生
産
量
が
需
要
量
を
上
回
り
在
庫
量
が
増
え
る
と
、
米
価
の
下
落
を
招
き
ま
す
。

安
定
し
た
収
入
を
確
保
し
、
米
の
需
給
改
善
を
図
る
た
め
に
も
、
飼
料
用
米
の

栽
培
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

︿
飼
料
用
米
を
お
す
す
め
す
る
理
由
﹀

●
既
存
の
機
械
や
施
設
を
そ
の
ま
ま
使
え
ま
す
。

●
国
や
県
な
ど
の
支
援
策
が
受
け
ら
れ
、
安
定
し
た
収
入
が
確
保
で
き
ま
す
。

●
﹁
夢
あ
お
ば
﹂
な
ど
専
用
品
種
を
作
付
け
す
る
と
、
更
に
収
入
増
加
が
見
込

め
ま
す
。

普及だより普及だより 指
導
農
業
士
新
規
認
証
者
の
紹
介

指
導
農
業
士
新
規
認
証
者
の
紹
介

指
導
農
業
士
新
規
認
証
者
の
紹
介

あつまれ！セミナー・実践塾受講生の募集

平成２９年度は６月に開講予定です。受講を希望される方は、
夷隅農業事務所改良普及課（電話８２ー２２１３）へ
平成２９年５月２６日までに御連絡ください。

稲
作
農
家
の
皆
さ
ん
へ
　飼
料
用
米
で
安
定
収
入
の
確
保
を


